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繊維集合体の繊維 一繊維接触について

岐阜大学工学部 小 森 尚 志 ・牧 島 邦 夫

ON THE NUMBER OF FIBER-TO-FIBER CONTACTS IN FIBER ASSEMBLIES

 By Takashi Komori and Kunio Makishima

  (Faculty of Engineering, Gifu University, 
Naka-Monzen-cho, Kagamigahara, Gifu, Japan)

   General formulae were derived for the estimation of the number of fiber-to-fiber contacts in fiber 

assemblies with arbitrary distributions of orientation and fiber length. The main result obtained was the mean 

number of contacts per unit volume of an assembly, nv, given by

where I is as follows.

In the above equation, D is the density function of orientation, D the radius of the cross section of the fiber, 

and Lv the total fiber length per unit volume.

   Special applications of the general result were reduced to the formulae presented by van Wyk and O

. Kallmes.

                                                        (Received December 22, 1975)

         1.緒   書

 繊維集合体の物理的性質を規定する因子には,構 成繊

維自体の物理的特性に加えて,集 合体の集合構造に関す

る因子,た とえばみかけの密度,繊 維配向,ク リンプな

どがある。この構造に関する西子は,集 合体の幾何学的

な形状安定性に直接かかわるものであるという点で特に

重要なものであろう。

 集合体の幾何学的安定性はもっぱら繊維と繊維が接触

す るこ とに よって もた らされ るの であ るか ら,集 合体 の

繊維間 接触 点の空間 密度 を評価す る ことは特に基 本的 意

味 をもつ もの と言 えよ う。 しか しなが ら,接 触点 の直接

的観測 は特殊 な場 合 を除い てほ とん ど不 可能で あるか ら,

何 らか の理論 的推定法 を利 用せ ざる を得 ないで あろ う。

実際,今日 までに い くつか の推定 法が提 案 され てい るの

であ るが,そ れ らは いずれ も特定 の条件 を満足す る集合

体 につ いての 評価 法 であ るため,ま った く一般的 に応 用

で きる もの とは言 い難 い よ うに思わ れ る。
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 た と えばvan wyk1)は 繊維 塊 の圧縮 特性 の理 論的 研

究の 中で,集 合 体は ラン ダムに分散 した直 円柱 の集合 で

あ ると仮 定 し,そ こを繊維 と周一一直 径の球 が まっす ぐ移

動す ると き繊維 と衝突 す る確率 を求め,接 触 点間 の平均

の長 さ1が 次 式で 与え られ る と結論 した。

(1)

ただ しLは 体 積がVの 集合体 に含 まれてい る繊維 の全長

で,Dは 繊維 の直径 であ る。 しか しこの結果 は繊維 配向

が完 全に ラン ダムで ある場合 に導か れた もので,一 般 の

配向分 布 をもつ場合 には適 用す ることが できない。

 一 方,A.E.Stearn2)はvan Wyk理 論 の この 欠陥 を部

分 的 に修 正す るこ とをも くろみ,加 工工程 におい て集合

体 が圧縮,伸 長 を うけた ときの繊維 の配 向変 化 を考 慮に

入れて,van Wykと 同様 な幾何確率的 モデルを利用して,

単位体積 当 りの接 触点数 νvが次 式で与 え られ る と した。

(2)

こ こでLcは 圧縮時 の 単位体 積 当 りの繊維 長,6は 圧縮 率,

9,は 繊維 の中心線 が圧縮 方向となす角 度,ま た 〓

は

(3)

(4)

であ る。 しか しなが ら,彼 の 方法 も圧縮 時の配 向分 布は

非圧縮 時の無 配向な ものか らい くつ かの仮説 の もとに誘

導 されて得 られる特殊 の もの であ って,適 用 性がか な り

制限 される よ うに思われ る。

 また,0・KallmesとH.Coste3)は,2次 元繊 維 ネ ッ ト

ワー クの構造 に関す る統 計幾何学 的研究 の 中で,面 積A

の ネ ッ トワー クにで きる繊 維交差 点の数 と して

(5)

を提 案 した。 ここでNは 面積A内 の長 さ λの繊維 の 本数

であ る。 この公 式は,す べての繊維 が一つの 平面に平 行

に横 たわ り,し かもその 面内での 配向は ま った くラ ンダ

ムで ある こと,さ らに シ ー トの 厚みが繊維 直径 の2倍 で

あ る ことを仮定 して得 られ る特 殊 な もの であ るか ら,も

っ と一般的 な配 向分 布 をもつ もの 、また シ ー ト状の集 合

体 であ って も厚み の大 きい3次 元的 な構造 の無 視で き壕

いもの な どには適 用 しが たい と思 われ る。

 これか ら報告す る我 々の提案 は,繊 維 の 単位長 さ当 り,

あ るいは集 合体の単位 体積 当 りの繊 維接触 点の 個数 に関

す る もので あるが,得 られ る結 果 は任意 の繊 維 配向,任

意の繊維 長分 布,ま た任意 の繊 維断 面形状 の集 合体に ま

った く一般 的 に応用 で きる もので ある。本報文 の内 容の

大 筋は,1969年11月 の第5回 繊 維連 合講 演会 にお いて

口頭 発表 した もの4)に 基づ くもので あ る。

         2。 理   論

 まず初め 議論 の本筋 を明確 にす るために,次 の よ うな

仮定 を置 くことにす る。

 〔仮 定1〕 繊維 はす べて 等 しい直径D,長 さ λの直円

柱(以 後,円 柱 とい う)で ある。

 この仮 定は,結 果の 一般的 適用 性 にはほ とん ど何 の制

約 ももた らさな い とい うこ とを次節で 明 らかに しよ う。

 〔仮定2〕 N本 の 円柱繊 維 の重心 は,集 合体 の体積V

内に まった くランダ ムに分布 して いる。

 この仮 定は 集合体 のみ かけの 密度 が一 様で ある ことを

意味 す るので あるか ら,密 度 にゆ らぎが あ る不均 一な 集

合体 には,こ れ か ら展開 する一般 論 をその まま適 用す る

こ とはで きな い。

 〔仮定3〕 円 柱繊 維 の底面 と底 面,ま た 底面 と側面 と

の接 触が お こるこ とは 考 えない。

 円柱の直 径 に対 して長 さが十分 大で あれば,円 柱 の側

面 と側面 との接 触が 支配的 に お こ り,上 の よ うな接触が

生 ず る確 率は 極め て小 さい とし て 無視 で きるであ ろ う。

 さて,集 合体 に デ カル ト座標xy2を 設定 し,円 柱の軸

がz軸 となす 角 を θ,そ の 軸の η 平面 上へ の 正射 影 が

x軸 となす角 を〓 とすれ ば,円柱 の配向(方 位)は(θ,

?)に よって一意 に表 わ され る(図1)。 ただ し0≦ θ≦ π

で あ り,ま た 円柱の 向きは考 えないか ら〓 である。

 い ま集合体 の 中の 任意 の円柱 に 注 目 した とき,そ の配

Fig. 1 Schematic explanation of the angles of 
orientation.
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Fig. 2 Construction of the contact region.

向が θ～θ+dθ,〓 とい う無限 小 領域 に見 出 され

る確率 を Ω(θ,ψ)sinθ dθ 〓 とすると,Ω(θ,〓)が 円柱

の配向 分 布の密度 関数 で あ る。1水 の 円柱が どんな配 向

にあ って よい とい う確 率は1に 等 しいか ら,次 の 規格化

条件が成立す る。

(6)

 体積Vの 空間 の任 意の位 置 に,配 向が(θ,〓)で ある よ

うな1本 の円柱 λ〓θ(今後,配 向が(θ,〓)で ある 円柱 の

ことをこの記号 で表 わす)を 固定 してお き,配 向が(θ',

ψ')である他 の円柱 λ〓 を空 間V内 に任意 に もた らす と

き,も しλ〓 の重心 が λ〓の 近傍 の 適当 な領域 には いれ

ば両者の円柱は接 触す る ことがで きる と考 えて よいであ

ろ う。 このよ うな 領域は次 の よ うに構成 され る。

 円柱 λ〓 の側 面に,円 柱 λθ′〓 をそ の中央 で接す るよ う

に(図1)接 触 させ,方 向(θ',ψ')を 不変 に してそ れ を円

柱 λ〓 の端か ら端 まで平 行移動 させ る。次 に,λ〓の先 の

接触 と反対側 の側面 に λ〓 を同様 に接触 させ,上 と同様

に λ〓 の端か ら端 まで 平行移動 させ る。 この操作 によ っ

て.円 柱 λ〓 の両側 に円柱 λ〓 の 軸が上記 の移動 の際 に

形づ くる ところの2枚 の平行 な四辺形 がで き,そ れ らの

向かい合 った各頂点 を結ぶ こ とに よって,λ 〓をす っぽ

り包 む1つ の平 行6面 体 の領域 が想像 され る。 この 平行

6面 体の 底面は,辺 の長 さ λの ひ し形 で,側 面は底 面に

垂直で高 さは2Dで あ るこ とが 容 易に知 られ る。 またそ

の体積"は,θ,9,θ',の'に 依存 し

(7)

である。 ただ し〓 は円柱 λ〓とλ〓 の 軸が な す 角 度,即

ち£記の ひ し形の2本 の とな りあ う辺の なす角 度で,こ

れは球 面三角形 の余弦 定理か ら

(8)

によ って θ,ψ,θ′,〓と関係づ け られ てい る。

 この平行6面 体領域vの 構成の しかたか ら容 易にわか

るよ うに,円 柱 λ〓 の重心が 領域 砂の 中に 入れば λ〓 と

λ〓 は 接触せ ざる を得 な い。したが って ここで 〔仮定2,

3〕を考 慮すれば,体 積V内 に任 意に 置いた λ〓 が,λ 〓

と接触 す る確 率pは,円 柱 λ〓 の 重心 を空 間V内 に任意

に 置いた とき,そ れ が上記 した繊維 λ〓 の 近 傍の平 行6

面体 領域"の 中svは い る確率 に等 しい とい える。 したが

って

(9)

ただ し式(8)か ら

(10)

で〓 る。明 らかにpは θ,〓,θ′, 〓'に依 存す る。

 この よ うに して,V内 にN本 の円柱 があ ると した とき

門柱 λ〓に接触 する円柱 の平均数,す なわ ちλ〓の 上に で

きる平均 の接触点 数n(θ,〓)は

(11)

である。Nは 十分 大 きくN〓1と して よいか ら

(12)

(13)

としてか まわな い。 また配向が(θ,9)で あるよ うな 円柱

の単位 長 さ当 りの平均 接触数n1(θ,〓)は

(14)

ただ しここでL=Nλ はV内 の繊維 の 全長で ある。

 この よ うに一般 の配 向分布 があ る場 合には,円 柱 の上

にでき る接 触点の 平均数 は,そ の 円柱の配向 に依存する。

したが ってV内 の任 意の 円柱の 上にで き る接触 点の平 均

数nは,上 記のn(θ,〓)を(θ.〓)の 分 布 を考 えに入 れて

θ,〓の あ らゆ る値 にわた って平均 した もの であ る。
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(15)

ただ し

(16)

であ る。

 円柱 の単位長 さ当 りの平均接 触点 数 死1は

(17)

とな る。

 また 〓の逆数 は接 触点の間 の円柱 の長 さの平 均 値(平

均 自由繊 維長)で,こ れ をlと す る と

(18)

となる。

 平均 接触 点数が 苑の 円柱 が全 部でN本 あるの だか ら,

体積 γの 集合体の 全接触 点数vは

(19)

であ る。 ここで 〓 をか けた理 由は,そ うしない と同 じ接

触 点 を2度 重複 して数 える ことにな るか らである。 こ う

して集 合体の単位 体 積当 りの接 触点の 数,す なわ ち接 触

点密度 ν,は

(20)

とな る。 ここでL/Vは 単位体積 当 りの繊 維 長で,こ れ

をLvと す れば

(21)

とも書け る。

        3.理 論 の一 般 性

 上述の結 果 を導 く際,議 論の簡単 化の ために 設定 した

諸 仮定の うち,〔 仮定13は 実際の繊 維 集合体で は正当 化

されな いであ ろ う。現実 の繊維は,断 面 が円で ある こと

は 希で ある し,ま っす ぐであ るこ ともない。そ こで この

強 い仮定 を現実 に適合す る ように どれ だけ弱 める ことが

でき るか 検討 してみ よ う。

(1)断 面形状 について:繊 維 の断面 が円で はな く,任

意 の閉 曲線 であ る と しよ う。 ただ しこの場合に も,繊 維

はま っす ぐで等 しい長 さ λをもち,断 面の形状 と寸法 は

繊維 軸に そって一様 であ る とす る。

 配 向が(θ,〓)で ある繊維 λ〓と,配 向が(θ′,〓)の繊維

λ〓 を考え,両 者 の軸に 共に平行 な2枚 の平面 で λ〓 を

は さんだ ときの平 面間の距 離 を δ,同 様 に λ〓 をは さん

だ ときのそれ を δ′とす る。2本 の λ〓,λ〓 を用 いて,2

節の円柱の場合に行った方法と同様にして、 λ〓を包む

1つの平行6面 体領域が構成され,も しλ〓の重心がそ

の中に入れば両繊維が接触することになる。ただしここ

で,円 柱の場合に円柱の軸が果たした役割は,い まの場合,

繊維の中に任意に定めた繊維軸が果たすことになる。こ

の6面 体の体積v′は明らかに

(22)

で あた え られ るであ ろ う。 ところが δ.δ'はそれ ぞれ λ〓,

λ〓 をそれ らの軸 の まわ りに回転 す るこ とによ って周期

的に変 化す るか ら,v′ も変 わ るわ けで ある。 そ こで,そ

の1周 期 にわた って平均 をす れば

(23)

とな り,こ の共通 の値 を改 めてDと お けば,v′ の平均 値

は

(24)

とな り,こ れは 円柱の場 合 の式(7)と 同 じ形の 式で ある。

した が って,2節 の諸結 果に おけ るDと して,上 述の意

味での δの 平均値 を用 いる こ とにす れば,2節 の結果 を

任意の 断 面形状の 場合 に適合 す ることがで きるであろう。

もちろんそ の場合,あ る一組 の δと δ′の 値 をあた えるよ

うな接触 が起 る確率 が δ,δ′に依存 しな いこ とを仮 定 しな

ければ な らない こ とは言 うまで もない。 断面形 状が極 度

に偏平 な繊 維が,紙 の よ うに シ ー ト状 に集合 してい る場

合 な どでは この仮 定は 正 し くない であ ろ う。 実際,プ レ

スの工程 な どで繊維 の平 らな 側面が シー ト面 に平行 に横

たわ るよ うにな る傾向 が大い にあ る と想像 されるか らで

あ る。

(ii)屈曲 と繊維長 に つ い て:次 に繊 維 に任 意 の屈 曲

と,任 意 の繊維 長分 布を許 す ことに しよ う。ただしこ の

場合 も,繊 維の 断面 の形状 と寸法 は一様 で あ ることを仮

定す る。 以下の 議論 で,断 面 を円で ある と仮 定 しても一

般性 を失わ ない であ ろ う。 なぜ な ら,も し円形で ない 場

合に は前 述で定義 した δの 平均値 を円 の直 径の代 りに用

いれば よいか らで ある。

 さて,す べ ての繊 維 をそ の端 と端 で次 々 とつ ないで,

全長がLの 一 つなが りの繊 維 にな った と仮 想 して,そ の

軸上の 任意の 点の位 置 を,一 方の端 点か らその点 まで軸

に沿 って測 った繊維 の長 さ〓 で表わす ことにす る。 した

が って,体 積V内 の任意 の繊維 の上 の任意 の点 が,た だ

1つ の〓 の値 に よって指 定 される こ とに なる。 ただ し,

0≦〓 ≦Lで ある。2節 の 〔仮定2〕 に した が えば,あ る

〓の値 で指定 され,る繊維 軸上 の点 は,体 積Vの 領域 のい

た る ところに 同程 度の確 か らしさで 出現す る もの と考 え

て よいで あろ う。

 そ こで〓 の 値が4か ら〓 であ るような繊 維の微 小

部分 を考 える と,も し〓 が 繊 維の 屈 曲の 平 均周 期に 比
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べ て十分小 さければ,こ の微 小部分 をまっす ぐな用柱 と

み な して もよ いであ ろ う。 そ こで体 積 γ内にあ る全長L

の繊 維 を,長 さ〓 の 部分 に等分割 したと想 像 す る と,

〔仮定1′〕 体積Vの 中にL/〓 本 の長 さ〓 の微 小 円

柱が分散 してい る。

と見 るこ とが で きよ う。 そ して,こ れ ら微小 円柱の 配向

分布 を繊維 の配 向分 布 と定義 し,そ の密 度関係 をやは り

Ω(θ,〓)で 記す こ とに す れ ば,2節 とまった く同様 な

議論が展 開で きるはず であ る。そ の結果 は,2節 の諸結

果の 式の 中の λの代 りに 〓 を,N切 代 りにL/〓 を 置

けばた だ ちに 得 られ る。実際,式(15)で この 置 換 を行

えば長 さ 〓 の 任意 の微小 円柱の 上に でき る平均 の接 触

点数⊿nが

で得られ,単 位長さ当りの接触点数nlは

とな り,式(17)と まった く同一 の ものにな る。 また式

(18)～(21)が 再び 得 られ る ことも明 らかであ ろ う。

 以上 の ように2節 の 結果 は,任 意の断 面形状,任 意の

屈曲,任 意の繊維 長分 布 をもつ集 合体 に 一般的 に適用す

ることが で きると思わ れる。

        4.特 殊 な 応 用 例

 我 々が得た 一般 的 な結果 を具体的 な個 々の問題 に応 用

す るためには,体 積Vの 集合体 に 含まれ る繊 維 の全長L

と,繊 維 直径Dお よび繊 維配 向分布 の密度 関数Ω(θ,〓)

を知 らねば な らない。LやDの 測定 は容 易であるがΩ(θ,

〓)の決定 方法 として 提案 されて いるものは いまの と ころ

見あた らない よ うに思わ れ る。A.E. Steam2)が 提 案 し

てい るよ うに,無 配 向な集合体 を圧縮 あ るいは伸長 して

得 られ る集 合体の 配向分 布 を理 論的 に推定 して,こ れ を

利用す る とい うのは1つ の方法 であろ う。 しか し,こ の

方法がか な り特殊 のも のであ るこ とは 言 うまでもな い こ

とである。

 我 々は この問題 に関 して1つ の 方式 を提案す る用意 が

ある。それ は任意 にあた え られ た集合体 に,ス テ レオ ロ

ジー的解析(定 量組 織学的 分析)を 行い,実 験釣 に配 向分

布を知る方法 であ る。 これ につい ては 次の機会 に Aす

るであろ う。

 そこでこ こでは,興 味あ る2つ のモデル 的 な配 向分 布

をもつ集合 体に,2節 の一般 論 を適 用 してみ よう。 そ の

1つ は完全に配 向が ない場合 で,そ こか らvan Wyk1)の

結果,式(1)が 再び得 られ,ま た も う1つ は繊維 がすべ

て1平 面 に平行 に横たわ って で きるシ ー ト状 集合体 の場

合 で,そ の結果0.Kallmes3)ら の式(5)が 導か れ る こと

に なるで あろ う。

 i)無 配向集合 体

 配向に 関 して完 全に ラ ンダムに集合 して いれば,密 度

関 数 Ωは θ,〓 に 依 存 しない定数 であ る。 したが っで密

度 関数の規 格化条 件(6)か ら,

(25)

となる。

 この場合,長 さ λの繊維 上に できる接 触点の数 苑を求

め るために,複 雑 な式(15),(16)を 直 接 計 算 す る必 要

は ない。 実際,配 向が ラ ンダムで あるか ら,配 向(θ,〓)

の繊維 λ〓の上 にで きる接 触点 の数n(θ,〓)は,θ,〓 に

依存せ ず,し たが ってn(0, 0),即 ち配向が θ=0,

〓=0の 繊維 上の接 触点数 と等 しく,ま たそれ は任意の繊 維

上の接 触点数nと も等 しいか らで ある。したが って(12)

よ り

と な り,

(26)

(27)

(28)

(29)

な どが得 られ る。 この結 果はvan Wyk1)が 求 めた結果 と

完 全に一致す る ことがわ かる(式(1))。

 ii)シ ー ト状集合 体

 ここでは我 々は,す べ ての繊維 がxy平 面 に平 行(θ=

π/2)に 横たわ り,し か も〓の 分布 は完全 に ラ ンダムに

な ってい るよ うな場 合 を考 えよ う。 この場合 の配向密 度

関数Ω(θ,〓)は,θ に依 存す る部分が デル タ関 数 〓

の形で,〓 には 依存 しない と考 えるこ とができよ う.

こ こでDiracの デル タ関 数 δ(x)は 次 の よ うな性 質 を も

つ"関 数"で あ る。 即 ち,任 意 の関数f(x)に 対し
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(30)

ただ しa,b, cは α<c<bで あ る限 り任 意の実数 でよい。

 そ こで,

Ωoは定数

とお くと,規 格 化条件(6)か ら

とな るか ら

(31)

とな る。 これ を用い て式(16)で 定義 され る1を 計 算 して

み よ う。 まず(1$)か ら

ま た式(13)か ら

ところが 式(10)か ら

で あるか ら

(32)

とな る。 した が って,た とえば体 積V内 の接 触点数vは

式(19)か ら

(33)

とな り,接 触点 間の平 均長 さlは 式(18)か ら

(34)

であ る。

 も しKallmesら3)が 考 えた と同様 に,可 能な限 りもっ

とも薄い シ ー ト,す なわ ち厚 みが繊 維 直径Dの ち ょうど

2倍 の シー トを考 える ことにす る と,集 合 体の体 積Vは

V=2DA

で ある。 こ こでAは シー トの面 積で あ る。 こ の と き式

(33),(34)は

(35)

(36)

とな り,Kallmesら の得 た結 果が再 び導 か れることがわ

か る(式(5))。

         5.総   括

 ラ ンダム な繊 維集 合体 にお け る繊維 間 接触点 の空間 密

度 を推定す るため の一般 的な方 式 を考察 し,そ の結果 が

繊維 の任 意の 屈曲,断 面 形状,ま た 任意 の配 向分布,繊

維長 分布 の場 合への応 用 を許す もの であ る こと を示 した。

さ らに,そ の 一般的 結果 が,van WykとKallmesら によ

って求 め られ た,特 殊 な集合体 に 関す る諸公式 をその特

別 な場合 として包 含 し得る もの で ある こ とを示 した。

 そ の際 の繊維 接 触の基 本的 な考 え方は,あ る有限 の空

間 に2本 の繊維 個 々にま つわ る2個 の立 体 を任 意に置 く

と想像 した とき,そ れ らが共通 部 分 を持 つ とき両老 が接

触す ると考 える こ とに あ った。

 しか しなが ら現 実に は繊 維 と繊維 が互 い に楊 手 の内部

に"入 り込 む"こ とは ないの であ るか ら,繊 維 を集合体

の 占め る空 間の"任 意の 位置"に 置 くこ とは 不可能 で,

1本 の繊 維 あるい はそ の部分 が 占め うる空間 は,他 の繊

維 が排除 した残余 の空 間にす ぎ ないわ けで ある。 G体

の みか けの 密度 が大 きい とき,こ の問 題は 無視で きない

もの と考 え られ る。

 本報の我 々の議 論で は この排除 体積 に 関す る問 題は一

勢無 視 してい る。 これにつ いて はま た機 会 を改 めて論 じ

たい と思 う。

 付 記1本 研究の 大 要は,1969年11月 第5回 繊維連 合

講演 会 で報 告 した。
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 第70園 繊 維 加 工 研 究 委 員会(関 東)記 録

日 時:昭 和51年4月9日(金)

場 所:日 本 染色会館 会議室

 51年4月 か ら関東 委 員長 を礪波 宏明(東 工大)か ら代

田 忠(繊 高研)に 交代 した 。

出席 者:代 田委 員長ほか32名

講 演:

 1)繊 維の 難燃 化 と火 災にお ける安全 性

         (横浜 国立 大学 工学部)上 原陽 一

世界の10大 大火の うち7件 までが 日本 で起 った ことの

反省か ら耐 火建 築,消 防 力強 化な どが行 われ てきた こ と,

まだ危険地帯 の存在す る こと,残 存 す る問 題点 な どを述

べ,規 制面 か らの経過 を概説 した。干 日前 デパー ト火災

では建材 よ りも繊維製 品 に問題が あ った こ とが指 摘 され

たし,火 源 →小 さな有機物(例 えば繊維製 品)→ 火 災(象

屋)と い うパ ター ンにおい て,繊 維 製品 が小 さな火源 に

対 して火が着 かない,燃 え広が らない こ とが重 要で ある、

このために は難燃化 が必要 であ るが,火 災時 におけ るガ

スの発生量 を増加 させ る場 合 もあ り,ど こまで難燃 化 で

きるか も問題 と して残 ってい る。 この点 につい ては難燃

性の評価 法 に も問題 があ り,有 機 材料の あ り方 と も関連

して今後の課 題であ る。燃焼 性 に与 える諸因 子 の分 析

(繊消誌,16,430(1975)〕 と燃焼 に よ って発 生す るガ

ス(安 全工学,13.322(1974)〕 を中心 に講演 があ った。

 2)人 造 皮革の捺染

      (神奈 川県 工業試 験所 繊維 部)上 坪正和

 人造皮革 の種類,製 法,組 成,表 面処理 法等 につい て

概説 し,直 接,酸 性,反 応,分 散,カ チオ ン,反 応型 分

散染料 を用い る捺染法 を説 明 した 。捺 染 した実物 やそ れ

らの各種堅牢度 試験結 果 を紹 介 し,問 題点 の説 明があ っ

た。

    第41回 不織 布 技 術 研 究 委 員会 記 録

日 時:昭 和51年4月13日(火)

場 所:京 都 工芸繊維 大学繊維学 部

出席老:三 浦委 員長ほ か約35名

講 演:米 国お よび世 界におけ る不織 布開発 の状況

     Dr.W. S.Barnard  チ コピー研究所長

Dr. D. K・Smith   チ コピー開発部長

1)ア メ リカ各社お よび世界 の主要 会社 におけ る不 織

布の生産量 の推移 と現状,不 織 布の製造 法 と用 途につ い

て スライ ドを主体 に して説明 。特 に ア メ リカでの用途 は

マン チェ ス ター大学 にお ける講 演用の もので ある。

 2)質 疑に対 する応答

 スパ ンボ ンドの延伸機構 は,圧 縮空気 と延伸 ロー ラを

用 い てい る。使 い捨 て製 品が 大量 に使 用 され ているが,

全体の量 は少 ないので問 題は ない 。廃液 や悪 臭も苦情 は

な く問題 に してい ない。 バイン ダーは ア ク リル,ポ リビ

ニルアル コール,両 者併 用, SBR,ビ ス コースが主 に

用い られ てい る。

 3)不 織 布に関す る講 演会 と展 示会

・英 マン チ ェスタ ー大学 で次の講 演会が あ る(1976-6-

22～24)

 気流式 ウエ ブ形成 法,接 着法(プ リン ト法,接 着 繊維),

 湿 式法,ス テ ッチボ ンド法,ス パ ンレース 布,用 途(医

療,靴,作 業 衣),ア メ リカの市場

・IDEA(1976-10-19～21)

 シカゴで不織 布の展示 会 と講 演会が開 催 される。


